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BIMの現状

出展：日本建築士会連合会HP

LOD400
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データ連携の方向性

現状

全体最適化
データ流通性

個別最適化
データの分断

BIMの指向

各フェーズを繋ぐことが大切
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CDE（公共データ環境）とは建設プロジェクトの情報がプロセスを通じ
て一か所に中心保存場所を示します。CDEの内容はBIM環境で作られた

資産情報に限定しません。書類、グラフ ィ ッ クモデル、グラフ ィ ッ ク
でない資産情報を含みます。一つの情報源を利用する為、プロジェク
トメンバーの協同は強化され、間違いを減らし、重複を避けられなけ
ればなりません。

CDE
Common  

Data  
Environment

出 典： http://www.bimireland.ie/2015/11/05/pas-1192-common-data-environment-video-posted-on-citas-youtube-channel/

①「各フェーズ利用」から「一貫利用」へ

データを一貫利用する為には、各社が自分のフェーズだけ考えてはい
けない。各社の競争領域を更に伸ばすことの出来る、「非競争領域」
としてデータのプラットフォームを作る必要がある。
この活動をCSV/Creating Shared Value(共有価値の創造）と捉え、建物の

サイクル全体で考える必要がある。

CSV
Creating Shared Value

①「各フェーズ利用」から「一貫利用」へ
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